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甘
土
料
の
基
本
的
性
格

甘

士

料

基

本

的

の

と
の
小
輸
は
香
川
豚
各
地
に
同
出
生
せ
る
甘
土
軒
目
具
体
的
責
料
に
基
い

て
そ
の
基
本
的
性
絡
を
考
察
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
紙
面
の
関
係
で

最
も
代
表
的
巽
料
の
み
に
就
い
て
検
討
す
る
と
と
与
し
た
@

一

概

幌

町
意
義
甘
土
料
が
一
一
閣
の
耕
作
橋
或
は
小
作
権
の
意
味
に
用
い
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
競
う
険
地
は
な
い
。
(
註
1
}
真
に
、
法
律
的
に
は
賃

借
の
圏
内
に
あ
っ
た
が
質
質
的
に
は
む
し
ろ
物
植
的
傾
向
の
甚
だ
強
い
一

種
濁
特
の
内
容
を
持
つ
慣
行
小
作
権
的
意
味
に
理
解
さ
れ
て
い
た
様
で
あ

る
。
(
註
2
V
慣
行
小
作
抽
畑
町
内
容
F
今
少
し
く
立
入
つ

τ見
ょ
う
@

∞

内

容

的
そ
の
最
も
本
質
的
な
特
徴
位
、
そ
れ
が
財
産
的
に
慌
筒
あ
る
も
の

E
し
て
賢
買
さ
れ
る
と
レ
ラ
点
で
あ
る
。
猶
慣
行
小
作
躍
に
は
小
作
樺
の

買
買
を
以
て
そ
の
本
質
と
す
る
も
の
士
、
小
作
人
が
作
離
料
L
r

い
う
形
で

小
作
曜
の
債
格
を
補
償
さ
れ
る
場
合
(
小
作
躍
が
一
一
薗
の
財
産
的
債
値
あ

第
七
十
一
種

O 
四

第

号

』性

格
柏

尾

O 
四

日
Eヨ

哉、

る
も
の
と
し
て
取
扱
れ
る
こ
と
は
同
一
】
の
二
つ
が
あ
り
、
そ
の
酪
様
も

地
主
の
承
諾
を
要
し
な
い
も
の
や
形
式
的
に
承
諾
す
る
も
の
等
色
々
あ
る

が
何
れ
に
し
て
も
普
通
の
小
作
よ
り
小
作
人
目
陣
利
が
強
力
で
自
由
に
小

作
擦
を
賀
買
し
亡
い
る
の
で
あ
る
〔
表
1
)
@

同
地
主
は
小
作
人
が
小
作
料
を
滞
納
す
る
等
不
都
合
な
行
潟
の
な
い

限
り
土
地
を
自
由
に
取
上
げ
る
と
と
は
出
来
な
い
。
原
則
と
し
て
地
主
は

慣
行
小
作
権
者
に
土
地
返
還
を
求
品
る
場
合
に
位
、
小
作
障
の
恒
絡
を
支

掛
っ
て
慣
行
小
作
躍
を
買
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
v
e

叉
地
主
に
慶
更
が
あ
っ

て
も
慣
行
小
作
構
者
は
そ
の
ま
i
A

引
績
キ
円
謹
一
利
を
持
っ
て
い
る
。
即
ち
地

主
の
土
地
取
上
げ
制
限
と
第
三
者
針
抗
力
が
慣
行
と
し
て
存
在
し
て
い
た

り
で
あ
る
。
(
註
8〕

川
刊
こ
の
よ
う
K
慣
行
小
作
植
が
一
史
的
債
格
で
取
引
き
れ
る
以
上
毛

の
鶴
貸
担
保
楢
の
設
定
も
首
然
可
能
で
あ
り
慣
行
小
作
権
の
強
い
地
方
で

は
か
な
り
行
は
れ
て
い
る
@
内
表
2
)
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判
慣
行
小
作
権
の
あ
る
小
作
地
に
於
て
は
小
作
料
は
概
し
て
低
廉
な

の
が
普
通
で
あ
り
地
主
は
濫
り
に
増
徴
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
(
表
8
)

附
多
く
は
小
作
期
聞
の
定
め
な
く
小
作
人
に
不
都
合
な
き
限
り
年
々

櫨
績

L
t
小
作
す
る
槽
利
を
有
し
て
い
る
。
け
だ
し
慣
行
小
作
擢
は
一
種

の
財
産
植
で
あ
り
、
叉
永
小
作
権
と
同
様
の
成
因
に
基
く
も
の
も
少
く
な

い
か
ら
で
あ
る
。

ω
門
右
の
よ
う
な
内
容
を
持
つ
慣
行
小
作
曜
の
名
稿
は
極
め
て
多
く
そ

の
性
質
も
叉
一
律
で
は
な
い
。
従
っ
て
そ
の
名
稽
の
異
る
如
〈
そ
れ
自
身

爾
特
た
慣
行
小
作
目
一
特
質
由
織
を
如
寅
に
表
現
し
て
居
句
劃
一
的
な
解
揮

を
詐
吉
れ
な
い
こ
と
は
論
を
ま
・
た
な
い
。
(
註
4
)

以
上
一
一
臨
む
航
闘
を
試
み
た
が
こ
れ
で
は
未
だ
甘
土
料
の
叡
念
は
漠
然

正
し
て
居
り
、
永
小
作
躍
よ
賃
借
小
作
権
の
中
間
に
連
な
る
極
め
て
康
範

闘
の
慣
行
小
作
躍
の
中
で
如
何
な
る
地
位
を
占
め
如
何
な
る
性
格
を
有
す

る
も
の
で
あ
る
か
ゾ
犯
揮
さ
れ
得
な
い
。
か
く
て
問
題
は
甘
土
料
が
何
故

に
他
の
慣
行
小
作
樺
と
な
ら
ず
に
甘
土
料
に
な
っ
た
か
を
歴
史
的
に
解
明

十
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
明
確
な
性
格
を
把
握
す
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な

L
な
い
e〔睦

1
)

野
村
氏
は
寸
甘
土
料
と
は
賃
借
小
作
人
が
其
土
地
に
於

て
保
有
す
る
所
相
耕
作
障
の
義
で
」
〔
農
業
極
済
研
究
第
四
種
第

三
厩
香
川
鯨
下
甘
土
糾
の
起
源
一
四

O
頁
)
と
述
べ
叉
花
島
氏
は
「
香

川
勝
卜
に
於
て
は
小
作
権
の
事
を
一
般
に
甘
土
粉
、
と
稽
せ
ら
れ
」

(
同
氏
着
、
小
作
権
二
三
六
頁
)
と
述
ベ
共
に
甘
土
料
を
耕
作
懐
或
い

甘
土
料
の
基
本
的
性
格

は
小
作
植
の
意
に
概
念
規
定
さ
れ
工
い
る
。

〈

2

v

h
し
の
点
に
つ
き
花
島
氏
は
「
小
作
摺
は
現
行
法
に
よ
り
、

永
小
作
権
と
賃
借
小
作
摺
と
の
ご
種
に
分
類
せ
ら
る
L
也
、
前
二
者
白

間
に
あ
り
て
葉
の
極
関
的
内
容
を
異
に
す
る
一
一
種
特
有
の
小
作
樺
存
在

す
@
こ
れ
を
一
般
に
慣
行
小
作
樫
又
は
小
作
株
と
抑
制
す
、
小
作
株

の
地
方
的
名
鴻
少
な
か
ら

f
o

香
川
燃
に
て
は
甘
土
料
」

R

農
業
極
済
研
究
第
九
巻
第
一
日
出
小
作
躍
に
闘
す
る
研
究
栂
要
人
一

l
入

四
頁
)
と
読
い
て
そ
の
内
容
を
聞
に

L
、
野
村
氏
も
叉
「
と
れ
を
小
作

F

躍
又
は
耕
作
権
と
稽
す
る
よ
り
も
寧
ろ
小
作
株
と
解
す
る
方
が
適
切
な

り
」
(
野
村
民
、
前
掲
論
文
一
四

O
頁
〕
と
但
し
曹
を
し
て
居
ら
れ

る。
(
8
〕
小
作
権
の
第
三
者
割
抗
力
と
、
地
主
の
土
地
取
よ
げ
の
制

限
と
は
、
一
般
の
賃
借
小
作
憾
に
つ
い
て
は
「
法
神
的
に
は
昭
和
十
三

年
の
農
地
調
整
法
の
制
定
に
よ
っ
て
初
め
て
認
め
ら
れ
た
。
従
っ
て
永

小
作
躍
と
賃
借
小
作
権
と
の
差
は
少
〈
な
り
、
現
在
で
は
譲
渡
、
開
貸

期
間
の
点
に
若
干
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

〔
4
〕
こ
の
点
に
つ
き
花
島
氏
は
左
の
様
に
全
閥
的
名
栴
を
調
査

し
て
居
ら
れ
る
。
(
世
曾
紹
酒
史
墜
λ
の
四
、
本
邦
小
作
作
躍
の
設
反

過
程
一
一
六
頁
)

東
北
、
北
海
道

!

l

小
作
林
、
敷
金
、
小
作
敷
金

北
陸
巴
水
入
擢
、
作
株
、
地
上
、
作
り
株
、
一
涙
金
、

棚
上
軒
、
ザ
ル
代

小
作
別
れ
、
草
切
糖
、
肥
L
代
、
永
代
小
作

権肥
軒
代
、
地
捕
、
〔
離
作
権
}

地
上
権
、
土
地
、
作
権
、
モ
上
槌

中
部

中 i丘
図畿

第
七
十
一
急

一O
五

第

号

O 
E 



甘
土
料
の
基
本
的
性
格

九

州

盛

株

、

土

持

{

離

れ

金

〕

四

閣

僚

掲

香

川

豚

〉

」

同

じ

ω

更
に
香
川
燃
の
地
域
別
各
名
構
は
択
の
泊
り
で
あ
る
。

木

田

郡

甘

土

料

、

場

代

金

〔

一

部

分

〕

香

川

郡

場

代

金

、

甘

土

料

(

一

部

分

)

綾

欧

郡

煽

代

金

、

枕

金

一

二

県

郡

上

宅

、

償

、

常

湯

、

相

金

失

川

郡

作

耕

擢

、

作

耕

金

小

豆

郡

な

し

。

土
問
題
の
躍
史
的
考
察

有
川
燃
に
於
け
る
甘
土
料
の
同
国
生
を
隠
史
的
に
辿
っ
て
見
る
と
比
較
的

古
く
甘
土
料
費
買
の
起
源
を
有
す
る
所
が
一
二
箇
所
に
於
て
見
出
さ
れ
る
。

即
ち
三
豊
郡
λ
野
原
村
、
香
川
郡
円
座
村
及
び
、
大
川
郡
白
鳥
村
を
そ
れ

ん
¥
中
心
と
す
る
地
方
で
あ
る
c

多
駿
霞
生

L
始
め
た
の
は
閉
治
五
年
二

月
十
主
回
以
降
の
土
地
僻
設
令
及
び
地
租
僚
令
等
の
寵
施
以
後
の
と
と
で

昆
る
が
、
何
れ
も
前
記
=
一
つ
を
中
心
と
し
て
漸
弐
医
が
つ
で
行
っ
た
も
の

市
あ
る
か
ら
こ
れ
等
の
地
方
を
中
心
に
考
察
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
。

(表
4
)

制
大
野
原
村
を
中
心
と
し
た
地
方
の
歴
史
的
考
察
。

土
地
の
永
代
費
買
禁
止
の
法
令
が
讃
せ
ら
れ
た
の
は
徳
川
幕
府
成
立
後

同
十
年
の
と
と
で
島
っ
た
。
併
し
そ
の
後
幕
府
財
政
上
の
理
由
か
ら
或
は

癖
財
政
の
見
地
か
ら
新
規
開
設
の
土
地
に
限
り
賀
買
の
自
由
を
詔
め
る
様

第
七
十
二
世

O 

第

号

一O
六

に
な
り
、

ζ

れ
は
財
力
あ
る
者
勢
力
あ
る
者
の
企
業
熱
を
刺
戟
し
進
ん
で

新
旧
開
設
に
乗
出
す
に
到
る
ζ

と
は
幾
多
の
事
例
が
に
れ
を
雄
静
に
物
詩

っ
て
い
る
。
寛
永
二
十
年
平
田
氏
の
大
野
間
閉
裂
を
護
端
、
と
し
て
三
豊
郡

各
地
に
個
人
受
開
墾
の
形
態
子
新
田
開
躍
が
行
は
れ
た
ζ

と
は
例
外
で
は

な
い
が
、
(
註
5
】
果
し
て
新
潟
を
以
て
代
表
苫
れ
る
よ
う
な
封
建
的
関

懇
型
寄
生
地
主
と
全
く
同
じ
性
格
か
ど
う
か
以
下
問
胞
と
し
て
見
た
い
e

的
大
野
村
町
一
開
盤
事
蹟
に
闘
し
て
は
野
利
氏
の
か
な
り
詳
し
い
「
調

査
」
{
野
村
氏
前
掲
量
こ
四
一
ニ

1
一
四
台
頁
)
が
あ
る
が
、
三
豊
郡
史
に

よ
っ
て
更
に
詳
細
を
見
亡
行
と
う
。

寛
永
二
十
年
大
阪
の
備
中
屋
藤
左
衛
門
、
三
島
屋
又
左
衛
門
、
松
屋
半

兵
衛
及
び
京
都
巴
木
屋
港
助
町
四
人
が
連
暑
で
丸
亀
器
主
山
崎
甲
斐
守
に

開
墾
を
申
山
た
。
こ
れ
に
針
し
捧
財
政
の
収
入
構
加
を
困
る
篤
寛
永
二
十

年
豆
月
二
十
三
日
に
「
墨
付
」
を
典
え
て
許
可
し
て
い
る
。
開
翠
に
蛍
つ
て

は
、
先
づ
六
等
分
し
、
そ
の
半
分
却
も
一
一
分
を
平
田
氏
(
木
屋
荘
助
の
主

人
)
が
所
有
し
他
の
三
分
を
一
ユ
名
告
々
一
部
宛
所
有
し
、
資
金
は
一
切
平

田
氏
が
支
出
し
他
の
三
人
は
開
懇
完
了
後
物
成
を
以
C
平
田
氏
に
嬬
償
す

る
こ
と
を
約
し
て
事
業
に
乗
出
し
た
@
四
人
は
先
づ
百
姓
の
徴
集
か
ち
始

め
た
が
常
時
の
「
有
付
脅
し
に
よ
れ
ば
か
な
り
参
加
者
を
優
遇
し
た
こ
と

が
う
か
Y
は
れ
る
。
特
に
百
姓
は
と
の
荒
蕪
地
の
聞
製
を
す
る
場
合
に

は
、
縮
ベ
て
飯
米
そ
の
他
の
費
用
は
貸
輿
さ
れ
た
の
で
開
田
希
望
者
は
雲

集
し
、
こ
の
中
に
は
速
く
伊
預
の
方
か
ら
参
加
す
る
者
も
混
じ
っ
て
い
た



穣
で
あ
る
@
〔
註
6
)
か
く
て
開
墾
は
大
い
に
進
渉
し
た
が
中
心
部
を
な

寸
井
闘
池
の
決
潰
が
買
に
寛
永
よ
り
承
醸
年
間
誼
に
前
後
入
聞
に
及
ん
だ

と
と
は
、
こ
の
開
墾
事
業
を
著
し
〈
悶
躍
な
も
の
と
し

τし
ま
っ
介
。

ζ

町
鱈
増
大
す
る
累
積
費
用
に
他
の
三
人
は
遂
に
初
志
を
嬰
更
し
債
務
決
済

的
鴛
新
地
を
す
べ
て
耳
田
氏
に
穣
践
し
、
耳
田
氏
は
「
見
交
=
一
年
京
都
を

引
抑
ひ
こ
の
新
地
に
移
り
」
【
註
T
)
と
あ
る
如
く
こ
の
開
墾
事
業

r
一
身
を
打
込
ん
だ
の
で
あ
る
@
と
の
際
の
「
古
文
書
」
に
「
大
野
原
の

開
墾
に
際
し
労
働
を
提
供
し
開
墾
に
参
加
し
た
も
の
は
、
永
代
小
作
を
認

め
ら
れ
小
作
料
も
回
地
一
段
歩
七
斗
畑
地
=
一
斗
の
割
合

1
1
話
時
の
下

・8
回
な
み
!
l
l
に
定
め
ら
れ
た
o
」
叉
「
物
成
ー
も
古
地
な
み
に
御
余
儀
へ

小
作
者
よ
り
直
に
納
付
す
る
と
と
ふ
な
り
、
小
作
者
仕
平
田
氏
に
七
斗
物

成
に
三
斗
内
外
合
せ
七
一
五
上
納
す
る
こ
と
」
{
註
8
)
主
た
り
、

と
の
時
代
よ
り
大
野
原
村
は
他
町
村
に
比

L
小
作
料
は
石
代
に

L
て
敵
始

低
寧
で
あ
っ
た
Q

か
く
の
如
く
永
小
作
躍
を
獲
得
す
る
に
到
っ
た
鰍
先
人

性
他
に
譲
渡
す
る
場
合
に
は
こ
の
陪
剰
を
一
一
簡
の
財
産
と
見
な
し
て
費
員

す
る
に
到
る
。
既
に
開
嬰
中
町
一
講
師
雌
年
間
よ
り
一
反
歩
銀
百
目
前
向
聞
広

τ

糟
利
賀
買
が
行
は
れ
て
い
た
様
で
あ
る
。
(
註
9
V

慣
と
の
大
野
原
村
で
i
f
宅
費
買
値
絡
が
極
め
て
高
値
な
の
は
合
替
が
行

性
れ
た
矯
で
あ
ら
う
固
即
ち
平
田
氏
が
小
作
者
優
遇
の
矯
寅
際
一
段
歩
あ

る
土
地
を
九
畝
叉
は
λ
畝
と
し
て
取
扱
い
小
作
料
も
こ
れ
に
準
ず
る
制
度

問
問
調
合
替
に
よ
づ
た
篤
恒
こ
の
差
が
得
米
即
ち
上
宅
の
相
場
と
な
っ
た
@

甘
土
料
の
基
本
的
性
格

特
に
開
墾
地
内
の
勉
和
地
に
於
て
も
平
田
氏
は
普
通
の
有
租
地
、
r
同
額
小

作
料
で
貸
興
し
た
こ
k
等
よ
り
と
れ
等
四
土
地
の
上
毛
は
著
し
〈
高
橋
し

た
の
で
あ
る
。

「
井
闘
池
築
一
迭
の
凱
録
」
に
よ
り
大
要
を
簡
述
す
れ
ば
、
平
日
興
一
左

衛
門
は
大
野
原
開
地
の
官
許
以
来
殆
ん
正
古
銀
凡
千
買
を
支
出
に
技
じ
て

努
力
し
だ
が
前
後
八
回
の
井
闘
池
決
演
は
さ
し
も
の
干
田
氏
を
し
て
天
を

迎
い
で
長
獣
息
せ
し
め
、
遂
炉
は
中
止
m
U

決
心
に
迄
到
っ
た
が
、
こ
れ
が

震
全
村
見
る
見
る
畠
地
と
化
L
窮
乏
農
民
の
離
散
す
る
様
は
誠
に
非
惨
を

極
晶
、
平
田
氏
遂
に
見
る
に
巡
び
す
再
び
開
墾
の
決
意
を
固
め
る
に
到
っ

た
。
か
く
て
平
田
氏
は
帯
主
山
崎
賢
之
助
に
「
歎
願
曹
」
(
註
悶
〕
を
提

出
L
遂
に
滞
を
し
て
井
闘
池
修
築
に
乗
出
さ
し
む
る
こ
と
に
成
功
し
た
の

で
あ
る
。
聞
し
て
井
岡
地
の
蕃
守
に
よ
る
修
築
第
一
回
は
承
隈
一
一
一
年
に
一

際
完
成
し
た
。
こ
与
に
於
て
農
民
は
漸
〈
そ
の
堵
に
安
ん
じ
耕
地
は
更
に

陵
〈
開
墾
さ
れ
て
行
っ
た
。
爾
来
井
闘
池
町
改
築
は
事
昨
日
仕
事
L
r
一
し
て
後

に
及
ん
で
い
る
。

か
く
の
如
く
大
野
原
村
日
開
臨
置
は
そ
の
鍬
先
人
区
永
小
作
躍
を
認
め
た

こ
と
よ
り
極
め
て
古
く
か
ら
上
毛
賢
買
の
慣
習
を
生
じ
た
も
の
で
あ
る
ω

措
そ
の
開
墾
に
貢
献
し
た
程
度
が
微
弱
で
あ
れ
ば
普
通
よ
り
や
ふ
有
利
な

傑
件
の
小
作
に
淵
足
ぜ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
@
と
L

百
京
都
の
商
人
平
田

氏
が
、
島
根
、
帽
岡
、
新
潟
専
の
新
田
開
墾
主
に
見
ら
れ
る
様
に
最
初
か

ら
封
建
的
能
力
と
密
接
に
結
び
付
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
注
意
せ
ね
ば

第
七
十
一
巻

第

号

。
七

。
七

/ 



甘
土
糾
の
基
本
的
性
格

な
ら
な
い
。
藩
主
の
「
墨
付
」
に
も
平
田
氏
に
帯
が
協
力
援
助
す
る
旨
は

罰
さ
れ
て
い
な
い
。
平
田
氏
は
そ
の
英
大
な
資
金
を
背
景
と
し
て
む
し
ろ

自
力
で
自
ら
の
縄
問
置
で
戸
利
を
計
ら
ん
正
し
た
が
、
中
心
の
打
開
地
の
決

置
に
遂
に
最
初
日
計
劃
白
蜜
更
し
、
己
主
に
封
建
領
主
を
引
出
し
て
封
建

的
能
力
と
結
び
村
き
領
主
の
水
の
支
配
に
伴
う
領
主
の
貨
幣
的
必
要
の
過

程
に
既
青
ず
る
封
建
的
開
態
型
寄
生
地
主
化
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
併

L
ζ
の
最
初
の
開
墾
性
格
の
相
違
が
永
小
作
憾
の
費
買
と
い
ラ
形
で
平
〈

か
ち
現
は
れ
甘
土
料
譲
生
の
要
因
と
な
っ
た
と
と
は
疑
い
な
い
。
一
一
豊
郡

署
地
に
於
て
相
弐
い
で
行
は
れ
た
開
盤
は
、
程
度
の
差
己
そ
あ
れ
大
野
原

村
と
同
じ
位
絡
の
も
の
が
多
〈
何
れ
も
鍬
先
人
が
永
小
作
機
感
は
と
れ
に

近
い
も
の
を
獲
得
し
て
い
る
。

何
香
川
府
間
は
水
が
山
く
新
日
開
設
の
際
に
は
同
時
に
南
池
の
築
浩
を

必
要
、
と
し
た
。
か
ふ
る
水
利
施
設
に
伴
う
慣
行
と
し
て
麗
生
し
た
甘
土
料

屯
本
質
的
に
は
前
述
の
場
合
、
と
全
〈
同
じ
で
あ
わ
、
何
れ
も
勅
成
を
獄
じ

地
主
を
通
じ
て
小
作
料
を
滅
じ
叉
奨
附
金
を
興
支
る
専
あ
ら
ゆ
る
優
遇
を

L
て
い
る
。
h

山
与
る
優
遇
が
特
擢
と
し
て
費
買
さ
れ
甘
土
料
の
鼓
生
を
見

た
の
で
あ
ら
う
。
溜
池
に
よ
る
封
建
的
支
聞
は
呑
川
の
場
合
、
調
泊
自
身

め
修
理
築
造
ド
追
悼
れ
て
他
地
方
よ
り
弱
〈
勢
い
農
民
を
優
遇
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
@
(
註

uv

削
引
か
く
の
如
〈
世
曾
的
に
有
利
な
諸
怖
件
に
よ
っ
て
護
生
せ
る
甘
土

軒
は
彊
い
慣
行
、
と
し

τ明
治
以
後
も
閉
治
政
府
の
小
作
人
未
解
放
政
策
を

第
七
十
一
巻

O 
l'、

第

号

O 
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越
え
て
績
い
た
。
土
地
生
産
力
の
噛
大
を
基
底
と
し
ζ

、
と
れ
に
人
口
増

加
、
物
慣
騰
貴
培
が
腕
鴎
し
、
甘
土
料
は
閉
治
以
後
大
量
に
哨
出
生
し
た
が

す
べ
て
は
一
度
び
獲
得
し
た
特
躍
を
保
持
し
顧
け
、
後
の
農
民
運
動
へ
と

受
け
つ
が
れ
る
の
で
晶
品
。
虻
九
M

問
的
に
有
利
な
僚
件
と
し
て
、
免
の
低
中

な
場
合
、
小
作
料
の
安
い
場
合
或
は
生
産
力
増
加
に
伴
う
劣
悪
地
の
慣
什

に
よ
る
特
擁
等
が
あ
る
。
(
註
臼
)
惑
は
叉
土
地
買
買
の
際
の
小
作
擢
留

保
よ
り
甘
士
料
が
具
却
し
て
来
る
こ
と
(
註
H
V
も
あ
る
が
、
基
本
的
性

格
は
こ
L
に
は
な
〈
、
と
れ
専
は
す
べ
て
一
の
誕
生
具
体
化
の
契
機
と
し

て
の
偶
然
的
事
象
に
し
か
過
ぎ
な
い
と
を
は
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

【

E
5
)

元
職
十
年
闘
簡
岡
製
作
の
際
的
魔
害
ド
よ
れ
ば
、
左
の

如
く
杏
地
に
開
墾
が
行
な
わ
れ
℃
い
る
。

寛
文
活
年
黒
淵
村
下
潰
新
田
畑

同

年

山

田

尻

村

下

演

新

回

畑

同
二
年
花
柏
村
大
弐
江
林
際
新
田
畑

岡
三
年
萩
原
村
一
同
国
新
回
畑

同
四
年
丸
井
村
よ
幅
田
新
田
畑

同

六

年

間

村

内

野

原

新

田

畑

同
十
二
年
ー
恒
潰
五
間
家
新
田
畑

一
清
願
記
年
花
稲
村
下
演
新
旧

同

年

嫡

潰

大

田

延
賓
元
年
萩
原
村
宗
像
肺
新
田
畑

同

二

年

恒

演

亙

塚

新

回

同

三

年

千

年

池

附

近

開

墾

同
六
年
和
田
潰
長
谷
新
田
畑



同

年

同

材

三

問

屋

新

田

畑

同

入

年

目

作

村

岡

原

新

岡

同
九
年
栗
井
村
向
本
荘
新
田
〔
番
川
勝
=
一
貴
郡
史
編
纂
部
】

〔6
V

官
時
の
有
付
書
に
、
一
、
肥
代
借
申
度
と
申
ナ
百
姓
有
之

候
は
ず
一
一
旦
に
付
録
豆
匁
程
宛
の
積
に
貸
可
申
候
事
一
、
百
姓
の
作

り
飯
米
表
百
姓
一
人
忙
付
一
目
白
米
一
升
苑
下
人
の
儀
は
一
日
に
付
き

米
五
合
宛
英
の
外
何
物
も
可
見
合
候
事
、
・
等
の
際
項
あ
り
。

〈7
)

平
田
家
蔵
「
井
関
池
に
闘
す
る
古
文
書
」

(

8

)

同

右

(
9
)

農
林
省
農
務
局
「
旧
蒋
時
代
的
耕
地
改
良
事
議
に
関
す
る

調
者
」
一

O
七
五

1
一
O
八
一
一
良

(
叩
】
平
田
家
蔵
「
古
文
書
」

(
日
)
神
内
池
築
遣
の
事
蹟
に
よ
れ
ば
、
「
寛
永
十
年
よ
り
十
三

年
の
問
に
、
高
校
藩
主
生
駒
高
俊
が
事
業
者
》
な
り
脚
内
池
世
襲
道
し

た
。
と
の
際
本
衆
水
利
の
便
極
め
℃
悪
き
地
方
と
て
住
民
も
こ
れ
を
迎

え
た
が
、
帯
主
は
事
業
の
進
展
と
将
来
の
修
理
を
不
必
要
な
ら
し
む
る

様
た
優
秀
な
築
浩
を
希
望
し
た
た
め
、
物
成
を
日
制
じ
奨
闘
金
を
興
え
噂

し
て
猿
定
よ
り
一
二
年
早
く
と
の
大
事
業
は
完
全
に
成
就
し
た
。
猪
か
ふ

る
優
遇
は
世
々
相
停
の
官
が
記
さ
れ
て
い
る
ロ
叉
静
内
上
池
、
浦
抽
眠
拍
仰

に
就
い
て
も
同
様
の
事
蹟
が
残
っ
て
い
る
@
I
i

(
ロ
〕
免
の
侶
曜
に
起
因
す
る
も
の
に
左
の
よ
ラ
な
事
例
が
あ
る
。

戸
大
日
本
最
曾
編
、
本
郡
小
作
慣
行
、
三
一
円
四
頁
V

O
「
重
箱
年
貢
な
る
言
葉
は
明
治
維
新
前
よ
り
存
在
し
、
年
買
の
低
寧

な
る
こ
と
を
一
市
す
看
護
な
の
し
が
平
〈
土
町
〔
償
を
生
じ
維
新
以

後
も
比
風
習
に
よ
り
〕
慣
習
と
な
め
た
る
な
り
c

三
貴
郡
高
瀬
村

に
こ
の
言
誕
残
存
せ
り
。
」

甘
土
料
の
基
本
的
性
特

小
作
料
低
車
に
起
因
す
る
も
の
と
し
て
は
、
同
じ
〈
同
署
〈
六
八
瓦
‘

一
一
一
一
四
頁
)
に

O
「
川
京
村
は
小
作
料
安
く
隣
村
等
に
比
L
小
作
者
に
極
め
て
有
利
な

れ
ば
甘
土
代
と
稽
し
て
開
貸
の
際
に
こ
れ
を
取
戻
す
を
普
通
と
す
」

O
「
太
田
村
に
て
は
小
作
斜
は
他
に
比
L
特
別
に
低
廉
と
一
耳
う
に
ほ
あ

ら
ざ
る
も
小
作
掛
納
入
に
際
し
て
は
奨
周
米
は
勿
論
、
木
綿
縞
、
肥

料
、
酒
、
農
具
等
を
給
し
て
之
を
過
す
る
習
慣
あ
り
ロ
営
地
の
小
作

者
は
他
に
鵠
貸
主
場
合
甘
土
代
と
稽
し
相
営
額
を
徴
収
す
。
」

O
現
在
甘
土
料
費
買
の
風
習
な
き
香
川
原
郡
塩
在
村
、
木
閏
郡
庵
治
村

の
如
吉
位
小
作
斜
比
較
的
高
寧
に
し
て
他
町
村
の
上
田
平
均
一
石
一
一
一

斗
内
外
な
る
に
一
石
五
斗
内
外
の
平
均
令
示
せ
り
。
」

O
「=冨

L
@
同
村
は
小
作
料
高
翠
に
L
て
よ
田
に
於
て
は
一
石
六
斗
以
よ
ニ

右
位
の
も
の
も
あ
り
た
り
@
」

2:-E九

円四

}
O香
川
勝
香
西
町
宇
ふ
凹
内
に
現
在
欝
金
の
地
と
稿
せ
ら
れ
る

士
地
が
あ
る
。
こ
れ
は
関
治
初
年
、
農
薬
者
は
土
地
所
有
を
厭
い
「
う

こ
ん
」
の
着
物
を
添
え
て
他
に
競
り
渡
し
た
漏
こ
の
名
が
霞
生
し
た
も

の
で
あ
る
。
(
野
村
氏
調
査
}

O
綾
歌
郡
陶
村
で
は
、
車
及
び
院
穀
機
な
E
を
添
え
E
土
地
の
引
直

方
を
依
頼
L
K
O
(
陶
村
役
場
書
類
)

O
香
川
郡
川
東
村
に
て
は
酒
、
衣
類
を
添
え
て
譲
渡
し
た
る
例
が
見

ち
れ
る
ω

(

川
東
村
編
、
摺
池
記
録
綴
)

O
綾
歌
郡
飯
野
に
て
は
二
年
間
年
買
を
免
じ
亡
小
作
せ
し
め
叫
ん
事
例

が
あ
る
。
〔
農
商
務
省
農
務
局
繍
、
前
掲
害
一
六
二
頁
)

。
仲
多
度
郡
龍
川
村
に
て
は
肥
料
を
添
え
て
霞
渡
し
た
。

古
老
言
)

〔
龍
川
村
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こ
れ
ら
は
何
れ
も
農
業
の
生
産
技
術
が
未
だ
幼
稚
で
牧
量
も
少
〈
漸

〈
貫
帽
を
得
る
桓
匿
の
土
地
は
、
耕
作
者
は
何
と
か
し
て
之
を
他
に
議

渡
せ
ん
と
し
た
こ
》
」
を
示
し
亡
い
る
。
併
L
農
民
自
自
然
に
鞠
寸
る
斗

守
は
間
断
な
〈
績
け
ら
れ
て
い
る
。
農
業
技
術
の
進
歩
と
農
民
不
臨
む

努
力
は
土
地
生
産
力
の
増
大
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
来
る
。
か
く
て
か
L

る
特
権
を
保
持
し
つ
1
A

一
般
並
の
土
地
主
な
っ
て
来
る
と
こ
の
悪
因
を

良
同
化
し
た
小
作
者
の
努
力
分
と
特
権
と
が
一
つ
の
財
産
と
し
て
土
地

返
却
の
擦
に
も
掛
替
の
際
に
も
責
買
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
@

円
日
比
〕
こ
の
例
と
し
て
夫
の
よ
ラ
な
も
の
が
る
品
。
木
田
郡
氷
主

村
口
に
於
E
現
耕
岩
た
る
地
主
が
口
む
を
得
ず
土
地
を
費
却
し
た
時
普
通

の
費
買
債
格
よ
り
安
く
土
地
を
譲
渡
す
る
代
り
に
将
来
そ
の
士
地
を
耕

作
し
得
る
こ
、
と
と
し
小
作
輔
も
幾
分
低
翠
に
定
め
た
@
〔
木
田
郡
史
樋

築
部
費
科
】

ω
円
座
村
を
中
心
と
し
た
地
方
円
陸
史
的
考
察

こ
の
地
方
は
京
阪
神
と
の
交
通
の
便
具
〈
早
く
か
ら
呆
樹
、
閣
謹
、
誠

茶
且
守
防
関
商
品
性
の
彊
い
農
作
物
を
生
産
し
、
貨
幣
摺
演
へ
の
抽
出
通
度
も

深
〈
特
殊
の
生
産
地
帯
を
形
成
し
て
い
た
@
従
っ
て
商
品
慢
の
弱
い
米
麦

作
地
帯
に
比
し
て
封
樟
領
土
{
の
匪
力
は
弱
f
地
主
の
寄
生
他
も
若
し
く
は

な
か
っ
た
o
中
む
と
な
っ
た
の
は
地
方
の
小
褒
土
居

eあ
り
高
利
貸
資
本

ー
の
進
出
も
き
し
て
強
力
で
は
な
か
っ
た
。

川
町
高
桧
市
郊
外
の
上
笠
居
村
は
古
〈
よ
り
開
拓
さ
れ
農
産
物
商
品
化

の
傾
向
も
か
な
早
〈
か
ら
見
る
こ
と
が
出
来
る
@
併
し
商
品
と
し
て
の
量

産
物
は
米
安
よ
げ
圏
蕗
作
物
が
優
れ
て
い
る
の
は
言
ラ
迄
も
な
い
e

園
優

¥ 



は
「
文
化
年
間
円
十
一
代
将
軍
家
資
】
に
高
橋
周
絹
な
る
者
が
圏
整
を
始

め
た
り
」
円
香
川
郡
史
編
纂
部
資
料
)
と
あ
る
が
始
め
は
勿
論
農
家
副
業

と
し
て
取
入
れ
ら
れ
た
程
度
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
併
し
追
々
本
業
と
な
り

収
盆
も
遂
年
増
加
の
一
路
を
た
ど
り
都
外
相
刷
出
の
傾
向
が
宍
第
に
強
〈
認

は
れ
て
来
る
@
従
っ
て
利
盆
も
比
例
的
に
向
上
し
耕
作
者
は
宇
っ
て
良
国

適
地
を
求
め
園
醤
枚
入
の
利
益
を
得
ん
と
し
た
。
と
の
矯
甘
土
料
費
買
も

行
は
れ
る
様
に
な
っ
た
。

例
同
様
に
高
松
市
郊
外
の
下
笠
居
村
は
膝
史
に
よ
る
色
、
既
に
女
政

年
聞
か
ら
以
後
、
柿
、
み
か
ん
、
き
ん
か
ん
専
の
果
物
を
高
経
港
よ
り

堺
、
犬
阪
方
面
に
送
っ
て
い
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
け
だ
し
北
方
に
川

を
ひ
か
え
平
坦
且
つ
畑
山
践
で
夜
通
の
便
艮
〈
平
〈
島
ら
呆
樹
特
殊
地
帯
と

し
て
町
色
彩
を
帯
び
亡
い
士
。
絞
っ
て
と
L

で
現
在
慣
行
と
な
っ
て
い
る

甘
土
料
は
そ
の
起
源
を
遠
〈
昔
の
商
品
的
果
樹
農
業
の
行
は
れ
た
特
殊
地

帯
た
る
こ
と
に
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
猶
v」
t
L

で
最
も
古
〈
甘
土
料
と

い
ラ
言
葉
の
現
は
れ
て
来
る
書
類
は
安
政
茸
闘
の
も
の
で
あ
る
。

判
古
〈
一
品

ι商
品
的
農
詳
の
行
は
れ
た
特
殊
地
帯
の
甘
土
料
控
生
は

一
方
に
小
作
人
間
の
競
国
手
が
培
え
ら
れ
て
い
る
が
こ
れ
は
む
し
ろ
存
続
的
一

傑
件
で
あ
っ
て
、
議
生
起
源
、
と
し
て
は
常
時
の
封
建
領
主
の
権
力
が
他
地

方
自
開
強
〈
な
く
従
っ
て
封
建
的
地
主
の
力
も
弱
〈
逆
に
小
作
農
民
の
力
の
一

掛
か
っ
た
こ
と
が
翠
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
a

か
〈
て
一
度
び
成
立
し
た

甘
土
料
は
、
小
作
人
聞
の
競
争
に
よ
っ
て
色
々
の
型
を
通
し

τ受
つ
が
れ

甘
土
料
の
基
本
的
性
絡

て
行
〈
の
万
あ
る
。
〔
註
日
)
と
の
基
本
的
除
件
の
上
に
種
々
の
事
由
棋
を

発
端
と
し
て
甘
土
桝
は
現
質
に
具
現
L
E行
〈
の
で
あ
っ
て
、
車
に
現
象

画
の
み
を
追
う
こ
と
は
本
質
を
見
誤
る
庭
が
あ
る
。
例
え
ば
例
外
的
な
も

の
が
あ
た
か
も
甘
土
科
歯
生
日
基
本
的
原
因
に
見
主
た
り
す
る
。
(
註

mv 
ロ
一
回
目
)
例
え
ば
償
の
形
を
通
し
て
受
け
つ
が
れ
た
も
り
と
し
亡

左
の
様
な
も
り
が
あ
る
。

。
引
受
人
的
滞
納
米
引
受
け
に
よ
り
具
体
化
し
た
も
の
。

「
木
田
郡
氷
上
村
に
て
は
小
作
人
滞
納
の
節
は
特
に
そ
の
引
受
人
と

の
約
定
に
よ
り
勘
定
を
安
抗
ひ
て
小
作
地
を
引
受
け
た
り
。
向
比
較
的

良
回
な
る
場
合
は
引
受
人
と
な
る
を
希
望
す
る
岩
少
な
か
ら
ず
。
」
円

農
商
務
省
農
務
局
、
永
小
作
に
闘
す
る
調
査
一
、
二
四
一
頁
)

こ
の
場
合
自
分
で
滞
納
米
を
支
挽
っ
て
小
作
し
た
引
受
人
は
、
他
国

そ
の
土
地
の
掛
替
を
す
る
場
合
、
無
償
で
地
主
に
返
却
す
る
の
は
不
利

で
あ
る
か
ら
、
他
に
小
作
人
を
求
め
相
幅
四
の
金
毅
を
取
得
し
て
譲
渡
し

賠
償
骨
を
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
こ
L
に
甘
土
糾
の
具
体
化
が
見
ら
れ

る。
O
未
進
地
文
は
勘
定
付
の
土
地
の
償
に
よ
り
具
体
化
し
た
も
由
。

中
田
以
上
の
土
地
は
小
作
希
望
者
多
〈
宋
進
支
は
勘
定
を
償
っ
た
上

で
小
作
を
希
望
す
る
者
が
多
叡
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
後
で
小
作
を
中
牛

十
る
時
は
地
主
に
活
却
す
る
は
不
利
で
あ
る
か
ら
、
他
に
時
貸
し
て
相

騒
の
米
又
は
金
銭
を
徴
牧
し
た
の
で
あ
る
Q

こ
れ
は
形
式
的
に
は
差
額

地
代
に
嘗
る
も
の
で
、
土
地
生
産
力
の
増
大
に
伴
っ
て
閉
再
生
し
た
♂
即

ち
良
田
に
最
初
琵
生
L
弐
い
で
農
業
技
術
の
進
卦
と
人
口
増
加
及
び
物

第
七
十
一
巻

第
一
号

. 
伽



甘
土
軒
目
基
本
的
性
格

慣
騰
貴
等
に
よ
っ
て
遂
次
中
岡
下
回
に
も
波
及
し
て
行
っ
た
も
の
で
怠

る。
次
に
敷
金
、
保
証
金
の
類
を
通
し
て
現
れ
て
来
る
も
の
と
し
て
は
、

何
れ
も
地
主
が
小
作
僚
件
の
一
つ
と
し
て
要
求
す
る
も
の
で
は
な
〈
、

小
作
者
が
小
作
地
獲
得
の
震
進
ん
で
前
小
作
者
に
納
付
す
る
積
極
的
な

も
の
で
あ
る
と
と
は
霊
視
晴
ね
ば
な
ら
な
い
。

O
上
笠
居
村
に
於
て
は
小
作
者
は
小
作
地
を
得
る
に
営
り
て
は
一
定

金
額
の
保
註
金
を
前
小
作
者
に
支
排
う
を
常
之
し
た
@

O
由
佐
村
に

τは
小
作
者
は
小
作
地
獲
得
に
際
L
プ
レ
ミ
ア
ム
式

r

金
穀
を
前
小
作
者
に
提
供
し
た
Q

(

共
に
香
川
郡
史
編
纂
部
資
料
〕

何
れ
も
か
く
し
な
け
れ
ば
競
守
激
し
く
土
地
の
入
手
は
困
難
で
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
号
。

〔
お
》
香
川
郡
安
原
付
最
明
寺
文
書
に
よ
れ
ば
、
一
一
菅
川
一
帯
は
郷

東
川
よ
り
は
る
か
に
地
位
高
〈
極
め
て
水
利
の
便
悪
〈
特
に
川
下
方
面

は
川
の
傾
斜
念
で
よ
の
告
は
甚
だ
し
〈
水
田
耕
作
は
殆
ん
ど
不
可
能
に

近
か
つ
介
。
と
こ
ろ
が
嘉
永
年
間
約
一
年
を
費
し
て
、
上
流
よ
り
分
水

路
を
誼
践
し
非
常
な
苦
心
の
末
水
を
引
く
こ
と
に
民
功

L
た
。
こ
の
場

合
の
事
業
主
体
は
詳
か
で
は
な
い
が
、
川
下
方
面
に
位
す
る
最
明
寺
で

あ
っ
た
ら
し
い
@
か
く
て
水
路
完
成
後
最
明
寺
附
近
一
帯
即
ち
川
下
の

方
面
は
稔
り
豊
島
た
水
固
と
な
っ
た
が
川
上
↓
稽
仕
と
の
事
業
に
非
協

力
の
康
下
回
水
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
併
し
同
じ
く
町
ホ

を
受
け
る
こ
と
の
由
来
な
か
っ
た
川
上
の
中
で
も
分
水
路
に
近
い
地
所

は
水
の
抽
出
遂
に
よ
り
或
は
水
路
の
故
意
の
破
損
に
よ
り
更
に
盗
水
に
よ

る
等
し
て
稲
作
を
始
め
る
様
に
な
っ
た
@
こ
の
附
近
一
帯
の
甘
土
料
は

こ
の
特
殊
な
利
権
よ
り
謹
生
し
た
と
言
は
れ
る
。

O
小
岡
地
白
水
は
今
の
水
場
と
ち
が
ひ
円
建
木
村
、
構
内
、
森
光

第
七
十
一
巻

第
一
芳

等
を
纏
て
措
紙
に
涜
れ
て
い
た
。
と
れ
が
現
在
の
水
路
に
襲
っ
た
の
は

何
時
頃
か
不
閉
で
あ
る
が
、
新
旧
南
水
路
に
闘
し
種
々
の
寂
決
め
向
あ

っ
た
の
は
幾
多
の
事
例
が
ζ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。
と
の
取
決
め
方
法

の
一
つ
に
「
股
守
り
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
即
ち
分
水
路
に
「
股
守
り

」
を
出
し
て
流
水
を
監
視
す
る
方
法
で
、
こ
れ
に
闘
し
野
村
民
は
突
の

如
く
述
べ
て
居
ら
れ
る
@
「
新
水
路
が
出
来
て
か
ら
円
座
付
は
今
迄
白

様
に
濯
概
が
充
分
で
な
〈
且
つ
水
町
他
村
続
失
を
防
ぐ
矯
股
守
め
を
出

し
て
こ
れ
が
監
腕
に
首
ら
し
め
た
@
而
る
に
円
庫
村
の
習
慣
と
し
て
水

利
費
は
全
部
地
主
の
負
措
ナ
る
と
こ
ろ
(
む
し
ろ
倒
外
的
な
も
の

筆
者
)
で
地
主
は
股
守
人
に
一
日
米
三
升
の
報
酬
を
奥
え
た
り
。
股
守

句
人
は
傍
種
々
手
作
を
億
L
相
営
の
収
入
を
得
る
篤
農
閑
期
に
股
守
り

が
詰
か
け
地
主
は
つ
ひ
に
そ
の
負
強

ιた
え
得
ず
次
の
際
件
の
も
と
に

小
作
者
と
約
定
せ
の
o

-

、
田
植
時
と
小
田
怖
の
水
の
半
減
し
た
る

場
合
の
他
は
地
主
は
股
守
り
費
を
負
摺
せ
ざ
る
こ
と
@
一
一
、
地
主
は
故

な
〈
小
作
地
を
引
あ
げ
ざ
る
こ
と
、
但
し
止
む
や
得
ず
引
あ
ぐ
る
場
合

に
於
て
は
他
に
替
地
を
興
え
る
か
叉
ば
相
官
賠
償
金
を
支
捕
ラ
と
と
」

〔
野
村
氏
、
前
損
害
一
宜
=
一
頁
】

以
上
何
れ
も
他
よ
り
止
り
良
き
僚
件
の
も
と
で
小
作
す
る
こ
と
が
出

来
、
そ
の
有
利
き
が
一
の
特
権
と
し
て
賀
買
さ
わ
甘
土
料
の
具
現
化
が

見
ら
れ
、
あ
た
か
も
首
該
水
利
慣
行
の
特
殊
性
か
ら
甘
土
糾
が
麗
生
し

た
か
の
如
台
感
を
奥
え
る
が
、
と
れ
は
一
の
具
体
化
の
契
機
で
あ
り
、

こ
の
楊
合
は
む
し
ろ
例
外
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
注
意
ぜ
ね
ば
な
ら

な
い
。ω

同
鳥
村
を
中
心
と
し
た
地
方
の
履
史
的
考
察

現
在
、
白
鳥
村
を
中
心
と
す
る
東
讃
地
方
は
香
川
勝
で
も
甘
土
軒
寅
買



の
慣
習
の
最
も
少
い
地
方
で
あ
り
甘
土
桝
債
格
の
低
い
地
方
で
島
る
。
か

つ
て
は
白
鳥
村
の
甘
庶
栽
培
を
中
心
と
し
て
甘
土
料
の
多
量
翠
生
を
見
た

が
甘
庶
の
技
落
と
共
に
弐
第
に
婆
を
消
し
て
待
っ
た
@
今
甘
庶
栽
培
の
起

源
を
簡
単
に
述
ベ
ょ
う
。

川
刷
平
賀
源
内
と
言
ラ
勝
者
が
帯
主
佐
平
頼
恭
の
矯
に
窓
川
郡
志
度
村

月
今
の
大
川
郡
志
度
町
)
に
於
て
甘
庶
栽
培
技
術
事
入
を
試
み
た
と
と
が
ゆ
晶

っ
た
ω
併
L
栽
均
及
び
製
糖
法
が
幼
稚
で
多
額
の
費
用
を
要
す
る
割
合
に

は
枚
入
が
思
〈
収
支
相
償
は
な
い
の
で
サ
庶
栽
培
技
術
の
研
究
を
待
瞥
池

田
玄
丈
に
命
じ
た
。
併
し
玄
丈
は
~
」
度
病
中
乍
自
ら
鰯
す
と
と
が
出
来
ず

問
問
術
修
業
の
矯
遊
間
早
中
円
周
慶
に
季
、
帰
し
た
Lr
」
こ
ろ
偶
然
周
慶
仕
京
都
で

甘
庶
栽
埼
の
秘
訟
を
詐
知
せ
る
者
に
出
曾
ひ
早
速
傍
授
を
依
顧
し
た
が
、

薄
紫
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
還
に
目
的
を
『
躍
す
る
こ
と
は
回
東
な
か
っ

た
。
併
し
そ
の
後
薩
煙
人
良
助
が
協
で
病
み
開
賊
中
周
慶
は
こ
れ
を
潤
み

養
生
害
せ
て
大
い
に
面
倒
や
見
台
@
良
助
は
間
待
健
再
生
の
風
に
報
干
る

主
て
か
ね
て
撚
墓
中
の
甘
庶
費
翠
そ
商
圏
よ
内
持
参
し
試
作

L
て
見
た
と

こ
ろ
遂
に
極
め
て
優
秀
な
砂
糖
の
製
法
に
成
功
寸
る
と
と
が
出
車
た
の
で

あ
る
。
♀
目
立
】

以
倭
藩
は
全
力
を
翠
げ
て
保
護
堤
聞
に
努
品
売
。
例
え
ば
肥
料
の
購

入
、
舟
の
便
、
販
費
の
方
法
害
す
べ
て
郡
葦
符
を
通
じ
て
藩
が
仲
介
を
な

す
世
帯
の
便
宜
を
計
旬
叉
低
利
資
金
の
貸
付
け
害
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
講
じ

て
い
る
。
か
〈
て
甘
庶
紋
培
農
家
の
牧
鏡
は
葉
大
と
な
旬
、
甘
庶
栽
培
の

甘
土
桝
の
基
本
的
性
特

適
地
は
小
作
者
競
守
で
耕
作
L
、
若
し
小
作
者
で
小
作
料
を
潤
納
ず
る
者

が
あ
れ
ば
、
地
主
は
土
地
を
引
揚
げ
新
小
作
人
に
w
て
の
滞
納
米
を
支
挽
は

し
て
小
作
を
許
寸
犠
に
な
っ
た
。
叉
、
小
作
人
も
万
止
む
を
得
ず
他
に
陣

貸
す
る
時
は
相
常
の
米
叉
は
金
銭
を
援
受
し
て
こ
れ
を
符
号
慣
習
を
生
じ

て
来
た
。
地
主
も
新
に
小
作
さ
山
区
る
場
合
は
相
営
額
の
金
銭
交
は
米
を
取

得
し
亡
貸
興
寸
る
の
を
常
と

L
t。
か
〈
て
甘
庶
栽
培
の
適
踊
は
人
々
守

っ
て
耕
作
を
希
望
し
そ
の
間
多
少
の
来
又
は
金
錦
、
即
ち
作
耕
米
叉
は
作

耕
金
の
授
受
が
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。
と
の
作
耕
金
と
い
ラ
名
講
の
見
え

る
の
は
「
安
政
年
間
」
(
十
=
一
代
将
軍
家
信
】
で
あ
旬
、
既
に
甘
土
軒
富
田

買
の
慣
行
旧
日
廿
庶
栽
培
に
起
因
し
つ
t
A

生
起
し
て
い
た
の
を
知
る
と
と
が

出
来
る
a

現
在
で
は
陵
藩
賢
廊
及
び
川
内
閣
糖
の
品
川
入
で
全
〈
見
る
影
も
な

い
が
【
衰
5
)
安
政
頃
は
最
感
期
で
三
軍
部
白
鳥
村
は
そ
の
中
心
と
な
っ

て
い
た
@
向
良
神
社
が
向
艮
周
閣
を
慨
し
砂
精
神
と
し
て
白
鳥
村
に
あ
る

こ
と
は
こ
の
聞
の
事
情
を
よ
く
物
詩
っ
て
い
る

E
言
へ
よ
号
。

例
こ
の
様
に
白
鳥
村
を
中
心
と
し
て
廿
庶
栽
均
の
有
利
悦
か
ら
震
生

L
た
甘
土
料
で
は
色
る
が
、
封
酔
領
主
の
力
が
始
め
か
ら
彊
〈
僕
に
寄
生

化
し
た
封
態
的
地
主
主
共
に
小
作
農
民
を
暦
迫

L
た
乙
と
は
、
せ
殿
町
漫

落
k
共
に
甘
土
料
の
附
位
を
低
い
・
も
の
に
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
地
方
白

封
酔
領
主
は
始
め
か
ら
原
綿
、
隈
賀
、
運
轍
等
の
商
業
的
機
能
を
燭
占
代

行

L
、
終
に
は
京
宵
性
の
魚
激
在
寄
生
地
主
化
、
と
併
行
し
て
こ
の
地
主
暦

E
仲
怖
が
付
舎
小
作
樫
民
を
隠
遁
し
た
と
と
仕
事
例
に
上
旬
開
か
で
あ
る
。

第
七
十
一
巻

一

一
一
第
一
号

、
iャ



甘
土
料
の
基
本
的
性
格

従
っ
て
後
に
農
民
運
動
の
促
進
に
よ
る
固
体
酎
力
を
利
用
し
て
大
E
年
間

以
来
甘
土
料
は
宍
第
に
回
復
し
て
荊
た
け
れ
2
色
、
甘
土
軒
町
基
本
的
性

絡
を
白
鳥
村
に
求
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
は
言
う
迄
も
な
い
。
か
〈
白

鳥
村
を
中
心
と
し
て
瑳
生
し
た
小
作
慣
存
は
、
甘
土
料
と

L
て
の
性
格
よ

り
、
む
し
ろ
株
小
作
的
性
格
i
|
例
え
ば
首
、
農
機
具
、
納
屋
轄
を
貸
奥

さ
れ
、
そ
の
他
同
町
役
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
事
賢
l
1
1に
近
い
も
の
主
言
ラ

べ
き
で
あ
ら

4
0

〔註
U
】
と
の
点
に
就
い
て
は
野
村
氏
「
前
掲
曹
」
及
び
詳
し
く

は
大
川
郡
史
編
纂
部
に
て
調
査
さ
れ
て
い
る
。

(
国
】
封
建
的
地
主
勢
力
の
強
か
っ
た
事
例
と
し
て
、

「
大
川
郡
白
鳥
村
を
中
心
と
し
て
そ
の
附
近
一
帯
白
小
作
軒
は
上
田

平
均
一
石
五
斗
に
し
て
最
近
迄
三
四
斗
の
麦
年
買
を
徴
せ
り
。
大
正
入

年
本
麻
小
作
響
詩
の
第
一
戦
と
思
は
れ
る
津
回
町
を
中
心
と
せ
る
小
作

事
議
は
寅
に
麦
年
貢
底
止
の
震
設
生
し
た
る
も
の
な
り
e
」
〔
犬
川
郡

豊
編
纂
部
資
料
〕

【
四
〕
小
作
農
民
の
国
体
的
力
で
獲
得
し
た
も
の
を
若
干
翠
開
よ

号。
O
琴
平
電
録
数
設
の
際
小
作
者
は
園
体
的
力
を
利
用
L
従
来
地
中
町

承
認
せ
ざ
句
し
に
も
拘
ら
ず
底
地
E
同
額
の
甘
士
凪
刊
を
取
旬
た
る
も
の

島
り
。
戸
琴
平
腎
銭
設
立
に
闘
す
る
記
録
、
同
世
臓
】

O
地
主
に
し
て
甘
土
軒
支
梯
を
承
諾
せ
ざ
る
四
刷
、
小
作
者
連
判
円
上

圏
体
的
力
を
以
て
こ
れ
に
調
抗
L
絡
に
目
的
世
達
し
た
り
e

{
野
村
氏

前
損
害
一
七
ニ
頁
v

O
甘
土
料
費
買
の
慣
習
な
き
に
拘
ら
ず
小
作
者
位
農
民
組
合
を
組
織

第
七
十
一
巻

四

第

号

間

し
て
甘
土
料
を
掌
櫨

L
て
離
さ
ず
遂
に
と
れ
を
獲
得
す
。

に
費
軒
は
極
め
て
多
い
}

{
香
川
骨
地

【裏目白鳥村ー帯の製糖統計

(志度町役場一志度町産業統計糠)

年 代(作付開uI 製糖斤鼓

天保7年 1378.8図丁 827万斤

弘化5年 2043..6 '1 1226υ 

安政5年 3715.2 '1 2290 1/ 

明治25年 730.7ヶ 823 '1 

関活34年 1031目5 ク 1148 '1 

大正13年 国 o"| 

四

結

語

以
上
一
ニ
づ
の
場
合
に
克
っ
て
甘
土
料
の
際
史
的
検
討
を
詞
み
た
が
、
白

鳥
村
は
む
し
ろ
例
外
に
周
す
る
よ

E
は
概
述
由
通
り
で
あ
る
e
従
つ

τ酉

讃
回
大
野
原
村
と
寓
於
近
郷
町
円
陸
村
一
帯
、
換
言
す
れ
ば
新
田
開
謹
地

帯
と
商
品
的
農
業
地
帯
に
、
そ
の
基
本
的
惟
格
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
永
小
作
擢
等
の
特
権
が
一
一
種
の
財
産
土

L
て
地
主
の
意
志
に
闘
係
な

〈
費
買
さ
れ
る
と
き
に
甘
土
料
が
護
生
し
て
い
る
事
賞
を
思
へ
ば
、
甘
土



斜
瑳
生
の
背
景
に
は
強
い
農
民
的
力
が
な
け
，
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
封
建

領
主
及
び
封
建
前
地
主
暦
の
強
い
所
で
は
慣
行
小
作
は
生
じ

τも
甘
士
糾

と
は
な
る
己
主
か
由
来
な
い
。
と
共
に
他
方
土
地
生
産
力
白
向
上
と
捧
産

物
の
商
品
化
の
進
展
と
に
よ
っ
て
掩
護
さ
れ
る
と
と
に
よ
り
甘
土
料
と
し

て
の
存
続
を
保
記
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
己
申
封
建
的
地
主
暦
に
酎
ず
る
農

民
的
力
主
農
産
物
商
品
化
の
進
展
、
土
地
生
産
力
向
上
の
背
景
の
も
と
に

甘
土
料
の
基
本
的
性
格

柏太吉静谷堀

江尾野村
岡 執

口

筆

者

豊富

吉 保

哉二女均彦疎

昌 英遼

甘
土
料
控
生
町
基
本
的
性
格
は
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
ー
ム
で
今
一
・
度
甘
土
料
の
意
義
に
立
返
っ
て
こ
れ
を
問
確
に
し
て
置
き

た
い
。
武
小
作
権
か
ら
賃
借
小
作
権
に
連
た
る
慣
行
小
作
稽
白
中
で
小
作

人
閏
ら
が
最
も
強
力
に
地
主
的
h
A
を
排
除
し
て
自
由
に
頁
買
を
行
4
一
連

の
慣
行
小
作
権
を
甘
土
料
と
畳
一
回
ラ
べ
き
で
あ
ら
号
。
従
っ
て
作
離
料
、
課

金
等
と
は
明
瞭
に
区
別
さ
れ
ね
ば
む
ら
な
い
。

令

京

都

大

説

教

授

京
都
大
串
名
血
管
教
授

京

都

大

事

敬

授

京

都

大

事

助

教

授

京

都

大

串

助

教

授

京
都
大
摩
天
摩
院
皐
生

第
七
十
一
種

王

第
一
号

五


